






周囲の生徒 加害生徒 被害生徒 

( )

○発見者 

○担任・学年主任 

本人の訴え 
生徒、教員からの情報
日常の観察・アンケート
保護者からの情報 

 

 

＜いじめ防止対策委員会＞ 

○ 校長、副校長、生活指導主任、当該学年教育相談担当 

○ 該当学年主任、当該学級担任、養護教諭等、スクールカウンセラー等 

対応の方針、役割決定 
 

 

 

 

・安全の確保 ・事実関係の聞き取り(個別) ・事実関係の聞き取り 

・事実関係の聞き取り ・事実関係の確認(全体) ・アンケートの実施 

・心のケア 

 

・事実関係の確認 ・全職員の共通理解 ・教育委員会 

・情報の整理、記録 ・指導方針の決定 ・学校運営連絡協議会委員 

・今後の対応・指導方針の決定 ・ＰＴＡ役員 

・民生委員、児童相談所、警察 

 

 

・事実関係の説明 ・事実関係の説明 

・対応方針の説明 ・対応方針の説明 

・協力・支援 ・協力・助言 

 

• いじめが発生した場合は、いじめ防止対策委員会を組織し、早期解決に向けての対応、解決後の見守り体制

を含めて検討していく。深刻ないじめ、重大事態への進展が懸念される場合には、守秘義務の確認を行った

うえで、関係諸機関の方々にもいじめ防止対策委員会への協力を要請する。 

• 教育委員会と連携を図り、適切な対応ができるよう努め、心のケアや今後の対応等について指導助言を得る

とともに、必要に応じた支援を仰ぐ。 

いじめの発見 

職員会議 いじめ対策チーム 

いじめ防止対策委員会 

校長(管理職)への報告 

事実確認・安全確保 

説明＜事実・対応＞ 

被害生徒保護者 加害生徒保護者 



 学 校 の 活 動 教 職 員 の 動 き 

４月 保護者会等でいじめ防止対策基本方針の説明 いじめ防止対策基本方針の確認 

学校便り、ホームページ等で方針の保護者周知 

５月 学級の団結、協力を学ぶ 

スクールカウンセラーによる面談（7年） 

いじめチェックシートの活用 

６月 スクールカウンセラーによる面談（7 年） 

運動会 三者面談（学校生活・家庭生活）

ふれあい月間 セーフティ教室 

学校生活アンケート 

道徳・学活・集会で人権・いじめの授業 

ふれあい（教育相談）月間 

「いじめ防止対策委員会」を開き、

アンケート結果の検討 

７月 スクールカウンセラーによる面談（7 年） 

1 学期を振り返って 

人権研修「いじめ」 

アンガーマネジメント研修 

８月  校内研修 

９月  ２学期当初の生徒の変化の把握 

10 月 合唱コンクール 学級の団結、協力を学ぶ 

いじめ防止に関する授業をする（公開） 

いじめチェックシートの活用 

11 月 ふれあい月間 

学校生活アンケート 

道徳・学活・集会で人権教育を行う

情報モラル 

ふれあい（教育相談）月間 

「いじめ防止対策委員会」を開き、

アンケート結果の検討 

12 月 三者面談（進路、学校生活、家庭生活） 

2 学期を振り返って 

 

１月  取り組み状況評価 

３学期当初の生徒の変化の把握 

２月 ふれあい月間 

学校生活アンケート 

道徳・学活・集会で人権・いじめの授業 

ふれあい（教育相談）月間 

「いじめ防止対策委員会」を開き、

アンケート結果の検討 

３月 卒業式 

1 年間を振り返って 

基本方針の改善 

通年 道徳教育 教育相談部会・学年会での情報共有

スクールカウンセラーによる相談 

いじめチェックシート 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


